
プレスリリース
報道関係者の皆様からの取材
お待ちしております

令和７年１０月８日

東大和市では、友好都市である福島県喜多方市と連携して、市内在住の中学生が喜多方市に行き、

稲刈り・農業体験、そば打ち体験及び農泊体験を行う「喜多方市農業宿泊体験事業」を実施します。

また、東日本大震災以来、１０数年ぶりに「喜多方市産米」を学校給食で使用することを予定しています。

これらを通じて、友好都市や地域の食文化に対する学びを深めるとともに、お米に関わる人々の想いを知り、

食に対する感謝の気持ちを醸成するなど、友好都市・喜多方市との交流を一層深めてまいります。

＜取材お待ちしています＞

「喜多方市農業宿泊体験事業」

実施時期：令和７年１０月１１日(土)～１３日(月)

参加者：市内中学生１０名

「学校給食における喜多方市産精白米の使用」

時期：令和７年１２月に１回（１２月１５日（月）前後の予定）

品種：令和７年度産 特別栽培米「コシヒカリ」の予定

※原則、喜多方市の学校給食で主に使用している精白米と同等のもの

※令和８年１月以降は、概ね各学期に１回程度使用予定

農泊事業：市民生活部市民生活課 星野 宏徳（ほしの ひろのり）
☏：042-563-2111 内線1710 ：chiikisinko@city.higashiyamato.lg.jp

学校給食：教育部教育総務課 加藤 泰正（かとう やすまさ）
☏：042-563-2111 内線1510 ：gakyou@city.higashiyamato.lg.jp

喜多方市農業宿泊体験事業

市内在住の中学生が参加！

＆

喜多方市産米を学校給食で使用予定！！

当市で初めて実施！

１０数年ぶりの再開！
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